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NASAサイエンス
2024年11月15日

約10年で世界の淡水が急激に減少

日経新聞
2025年1月10日

淡水貯蔵量が最小値となった年

世界の気温上昇が1.6度に

世界を取り巻く水資源の状況

豪雨と干ばつは共に極端化

Global Water Monitor
2024 サマリーレポート

2025年1月2日

1995～2005年平均に対し、２４年は、

降水量の

過去最低月 38% 増

24時間
降水量の

過去最高月 ５２% 増

※世界の４,６８７流域の集計値

気候変動による淡水資源の不可逆的な変化を懸念する報告が増加
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水の「マネジメント」から「スチュワードシップ」へ

水質汚濁防止法（日）

Clean Water Aｃｔ（米）

水ストレス地域での
企業と住民の対立事例

ウォーター・
スチュワードシップ
への機運の高まり

企業は自社サイトの
水マネジメントと
法令遵守に注力

水ストレス地域を中心に
風評リスクに直面する
企業事例が頻発

１９７０年代 ２０００年代 ２０１０年代

自社サイトでの「ウォーター・マネジメント」が主流

２０２０ ２０２３

約５０年ぶりに
国連水会議が
開催される

意欲的な水量目標や
ウォーター・ポジティブ目標を
掲げる企業、業界が増える

流域での「ウォーター・スチュワードシップ」が求められる時代へ

様々な水分野の団体が企業向けに
ウォーター・スチュワードシップの
種々の枠組み、方法論を開発

主要な水分野の団体が
方法論を、

統一的な枠組み構築を模索

水循環基本法（日）

２０１４

水リスクの高まりを背景に、共有する水課題に対して
流域の多様な主体と連携するウォーター・スチュワードシップが広まる
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ウォーター・マネジメント ウォーター・スチュワードシップ

自社の敷地内に焦点を当てた以下の取り組み：

 ・水質汚染・水使用量の削減対応 

 ・内部ガバナンス

 ・法令遵守

 ・すべての労働者が水、衛生設備、衛生施設を

 十分に利用できるようにすること

ウォーター・マネジメントから発展した以下の取り組み：

・データ収集、計画、同じ水資源を共有する他の水利用者との      
連携や協力を伴う活動

・他の水関連の利害関係者とサイトによる協同活動 

・流域の水計画やその他の地域的合意との調整 

・自社の敷地を超えた流域のスケールの状況に基づく活動

※Alliance for Water Stewardshipによる講演資料を一部改変

流域スケールでの取り組みの重要性
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2020年以降に発表・更新された企業の「流域への水の還元目標」

Microsoft September 2020

Cargill July 2020

Starbucks January 2020

Danone March 2020

Ecolab July 2020

April 2022

November 2022

Google September 2023

Meta

Nestle February 2023

Mars March 2023

Gap Inc. March 2023

Amkn_lw

The Coca-Cola Company December 2024
 ?gk rm pcrspl kmpc rf_l /..# md rfc u_rcp sqcb gl lgqfcb npmbsarq ejm`_jjw* ml _l _eepce_rc jctcj* rm l_rspc _lb amkkslgrgcq,
Qcci rm pcrspl /..# md rfc rmr_j u_rcp sqcb gl c_af md rfc kmpc rf_l 0.. fgef+pgqi jma_rgmlq _apmqq rfc Ama_+Amj_ qwqrck, 

 @w 0.1. uc ugjj `c u_rcp nmqgrgtc* kc_lgle uc ugjj pcnjclgqf kmpc u_rcp rf_l uc sqc, 

 Pcqrmpgle 4.. `gjjgml jgrcpq md u_rcp `w 0.1. 

ȖAmlqcptc mp pcnjclgqf 3.# md grq u_rcp ugrfbp_u_j _apmqq grq bgpcar mncp_rgmlq* qrmpcq* n_ai_egle* _lb _epgasjrsp_j qsnnjw af_gl, 

 Rm npcqcptc _lb pcqrmpc u_rcpqfcbq gl fgef+u_rcp+qrpcqqcb _pc_q ufcpc gr mncp_rcq `w 0.1., 

 Pcqrmpc epc_rcp rf_l 3.# md grq _`qmjsrc u_rcp ugrfbp_u_j tmjskc _r qgrcq gl fgef+pgqi u_rcpqfcbq `w 0.1., 

 Pcnjclgqf /..# md dpcqfu_rcp sqcb gl ampnmp_rc mncp_rgmlq gl fgef+qrpcqq jma_rgmlq 

 Rm `c u_rcp nmqgrgtc `w 0.1.* pcrsplgle kmpc u_rcp rm amkkslgrgcq rf_l gr sqcq dmp grq mncp_rgmlq 

 Pcqrmpc kmpc u_rcp rf_l gq amlqskcb _r N$E k_lsd_arspgle qgrcq gl /6 u_rcp+qrpcqqcb _pc_q _pmslb rfc umpjb 

 Pcnjclgqf /0.# md rfc dpcqfu_rcp gr amlqskcq _apmqq grq m acq _lb b_r_ aclrcpq `w 0.1. 

 Rm `c u_rcp nmqgrgtc `w 0.1.* pcqrmpgle 0..# md amlqsknrgml gl fgef+u_rcp qrpcqq pcegmlq _lb /..# md amlqsknrgml gl kcbgsk+
u_rcp qrpcqq pcegmlq 

 Rm pceclcp_rc u_rcp awajcq `w 0.03 

 ?afgctgle  u_rcp `_j_lac _r tc k_lsd_arspgle qgrcq gl u_rcp+qrpcqqcb _pc_q `w 0.03 &kc_lgle dmp ctcpw jgrcp sqcb* mlc gq
rpc_rcb _lb pcsqcb mp pcnjclgqfcb', 

 Pcqrmpc _lb pcnjclgqf u_rcp gl npgmpgrw u_rcp+qrpcqqcb `_qglq ufcpc amrrml gq epmul* ajmrfgle gq k_lsd_arspcb* _lb asqrmkcpq jgtc 

R_pecr Qr_rckclr ?llmslackclr B_rc

January 2022 Pcnjclgqf kmpc rf_l /..# md u_rcp sqcb gl _r jc_qr 3.# md mulcb nj_lrq ejm`_jjw* glajsbgle rfmqc gl fgefjw u_rcp qrpcqqcb _pc_q 

February 2022

June 2022

 Pcnjclgqf /..# md rfc u_rcp amlqskcb _r `pcucpgcq `w 0.1. 

December 2024

20年以降、「流域への水の還元目標」を発表・更新する企業が急増

202２年

202３年

2020年

202４年

Suntory

Carlsberg

Apple

Procter＆Gamble

AWS



COPYRIGHT © SUNTORY HOLDINGS LIMITED. ALL RIGHTS RESERVED. 7

水の還元の定義

以下の方法で使用した水と同量の水を水源となる流域に人為的に戻すこと

水の還元の定義＊

＊ CEO Water Mandateガイドブック

水源となる流域

河口（海）

河口まで含む全流域

《ウォーター・スチュワードシップの事例》《水の還元の対象となる場所》

人工涵養池の設置 農地での土壌被覆の回復

森林間伐による土壌被覆の回復

河道の障害物除去

自然河道の復元 湿地の回復

- 地域社会やステークホルダーと共有する、地域の水課題に取り組むこと

- 企業のウォーター・スチュワードシップの先進事例と一致すること

- 入手可能な最善の情報と流域の状況に基づいていること

- そして流域の水賦存量、水質、アクセシビリティに測定可能なプラスの影響を与えること

共有する水課題への取り組みで流域に生じる利用可能な水資源量と定義

https://ceowatermandate.org/replenishment-guide/
https://ceowatermandate.org/replenishment-guide/
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ウォーター・スチュワードシップ活動に帰結して、単位時間に
得られる水量のことで、水文を有益な方向に変化させるもの

水の量的な効果
Volumetric Water Befit

ワーキングペーパー
の構成

¸ ウォーター・スチュワードシップ活動ごとに推奨さ
れる指標と計算方法

¸ ステークホルダーとのコミュケーションガイド

¸ 実施のためのプロセス
１．水に関する共通の課題を特定し、地域の状況を理解する

２．ウォーター・スチュワードシップ・プロジェクトの活動とパートナーを定義する 

３．データを収集し、水の量的な効果を計算する

ウォーター・スチュワードシップ活動による水の還元量の算定

VWB = Q “With-project” – Q “Baseline”
水の還元量

Volumetric Water Benefit

プロジェクト「あり」の

水文学的な水量指標

プロジェクト「なし」の

水文学的な水量指標

算定の考え方世界資源研究所が第1版を2019年に発行

2025年に第2版を発行
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地域別グループ会社数／従業員数

地域別売上事業セグメント別売上

202４年度
売上収益
（酒税控除後）

３０,７９７億円

飲料・食品
（清涼飲料、健康飲料 他）

1６，８８７億円

(5５%)

酒類
（スピリッツ、ビール類、ワイン 他）

１０，５5７億円

(3４%)

３,３５７億円

(11%)

その他
（健康食品、外食、花 他）

日本

1４，７９７億円

(４８%)

アジア・オセアニア

６,０１７億円

(２０%)

欧州

４,６６８億円

(1５%)

米州

５,３１６億円

(1７%)

202４年度
売上収益
（酒税控除後）

３０,７９７億円

グループ会社数

従業員数

2６５社 *２

4１,３５７人 *２

：

：

８３社

４,８９７人

欧州

6６社

９,１３９人

5１社

７,５０１人

６５社

1９,８２０人

米州アジア・オセアニア 日本

*2 ： 202４年12月31日現在

商品・サービス

健康食品・外食・花・サービス他

飲料・食品 酒 類

サントリーグループ概要

創業

代表取締役会長・取締役会議長

代表取締役社長

連結売上収益(酒税控除後)

連結売上収益(酒税込み)

連結営業利益

サントリーホールディングス株式会社

1899年

佐治 信忠

鳥井 信宏

３０,７９７億円 *１

３４,１７９億円 *１

３,２８９億円 *１

*1 ： 202４年12月期

：

：

：

：

：

：
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水が育む森林、川、海、大気や生き物がつくる生態系の循環システムである

地球環境そのものがサントリーグループの大切な経営基盤

サントリーの
経営基盤

経営基盤と紐づく
生態系サービス

多様な生態系

サントリーの自然に関する考え方
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水循環を知る01

使用する水の循環について科学的アプローチに従って流域を調べ、

理解を深めます。

水源を守る03

サステナブルな未来を実現していくため、ステークホルダーと協力

しながら使用する水の水源保全に努めます。

地域社会と共に取組む04

社会が豊かになるように、水課題の解決への貢献を通じて地域

コミュニティを支援します。

大切に使う02

水の３Ｒ（Reduce/Reuse/Recycle）活動を通じて節水に努め、

浄化した水は自然に還し、環境インパクトを軽減します。

ЂрЕз˔Ͻи˔Ф

2017

サントリーグループの

ものづくり拠点

排水管理 用水管理

取水管理

節水活動

水源涵養活動 原料産地での

再生農業

次世代

環境教育「水育」

生活者

地域社会

製品

降水

蒸発

海

河川

サントリーグループの水のサステナビリティへの取り組み

流域全体での包括的な取り組み
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国内工場で汲み上げる地下水量の2倍以上を涵養し、 “ウォーター・ポジティブ*”を実現

活動のポイント

16都府県・26カ所・12,000ha超（山手線内側の約2倍）

活動実績 （2024年8月現在）

2003年、熊本県阿蘇で開始歴史

40名超の多彩な専門家と共に活動科学的根拠

森ごとに「長期ビジョン」を作成長期的視点

Å 高い水源涵養機能を持った森林

Å 生物多様性に富んだ森林

Å 洪水・土砂災害などに強い森林

Å CO2の吸収力の高い森林

Å 豊かな自然と触れ合える美しい森林

整備目標

*サントリーグループでは、取水量以上の水を水系に育むことを「ウォーター・ポジティブ」と考えています。

「サントリー 天然水の森」プロジェクト
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「天然水の森」における地下水涵養量の定量

涵養とは、地下水貯留量の増加に寄与する
地下水面に達する下方流と定義される

Recharge is defined, herein, as the downward flow of water 
reaching the water table, adding to groundwater storage.
(Hearly (2010) Estimating groundwater recharge, p3, Cambridge University Press.)

地下水面を
通過する水量を集計

地下水面をモデル上で再現し、不確実性解析をもとに涵養量を集計

h t t p s : / / w w w . g e t c . c o . j p / j a / g e t f l o w s / f e a t u r e /株式会社地圏環境テクノロジー  HPより引用

大気層

地表層

地下地盤

V 圧力値から地下水位を計算

V 地下水面の通過フラックスを涵養量として計算

https://www.getc.co.jp/ja/getflows/feature/
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天然水の森
奥大山

サントリー天然水 
奥大山ブナの森工場

所在地：    鳥取県日野郡江府町
               サントリー 「天然水の森 奥大山」 内の鳥取県有林

位置情報： 北緯35度20分、東経133度35分

標高：       936～980m （平均960m）

気候：       平均気温8.2℃の冷涼な環境

降水量：    年間約2300mm

植生：       戦後に植えられたスギ人工林

面積：       約2.1ha

間伐履歴： 1回目：2012年5月頃、2回目：2020年5月頃

サントリー 天然水の森 奥大山 －算定対象エリア－

2020年 鳥取大学 日置佳之 教授 共同研究報告書をもとに算定
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天然水の森活動の鍵となる、豊かな地下水を育む「ふかふかの土」

Τσ ᴞ ϬӾϚώΤώΤχ ϬνΨϥθϛτψʺ τḧ βϥάρπ ΊΥ ϥ ϥΜ τΰʺ
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Ɫᾛ   =  ‭ Ṩṕ   + ╩ Ṗ

還元量の算定式 －間伐の「あり」「なし」による水資源涵養量の変化－

VWB = Q “With-project” – Q “Baseline”
水の還元量 間伐「あり」の

Ɫᾛ

間伐「なし」の

Ɫᾛ
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2012年間伐前 2012年間伐後 20２０年間伐前

間伐による水資源涵養量の計算 －入力項目－

年降水量
15６４.５mm/年

２２６５.６mm/年

地質区分

1８６２.５mm/年

２６９７.２mm/年

観測標高：6.5m

標高補正後：960m

同左

立木密度 504本/ha 357本/ha

平均胸高直径

第四紀

同左

同左

同左

4１.3ｃｍ 44.0ｃｍ 47.2ｃｍ

入力項目※

※青字が入力項目。 蒸発散量の算定する場合は、月別降水量、月平均気温を別途入力
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間伐による水資源涵養量の計算

2012年間伐前 2012年間伐後 20２０年間伐前

53%

13%

34%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

年降水量比率

1,197 

289 

780 

0

500

1000

1500

2000

m
m

/
年

65%

13%

22%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

年降水量比率

1,476 

289 

500 

0

500

1000

1500

2000

m
m

/
年

63%

15%

22%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

年降水量比率

1,702 

405 

590 

0

500

1000

1500

2000

m
m

/
年

水資源涵養量 直接流出量 蒸発散量
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間伐による還元量の算定 －間伐の「あり」「なし」による水資源涵養量の変化－

VWB = Q “With-project” – Q “Baseline”
水の還元量

279mm/年

間伐「なし」の

Ɫᾛ

2012年間伐前

1197mm/年

2012年間伐前

1197mm/年

間伐「あり」の

Ɫᾛ

2012年間伐後

1476mm/年

20２０年間伐前

1702mm/年505mm/年
(10,605m3/年)

(5,859m3/年)
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法規認定に基づく開発行為からの保護 －ネイチャーポジティブへの貢献－

ˮ χθϛχ30by30ϯжϱϯрІ˯τΣΜοʺ

ˮ χ ˯χ6ϸ Υˮꜛ Ặ ЂϱЕ˯τ ήϦοΣϤʺάϦψ⁯ ḼỘρΰοΩ πβʻ

30by30
2030 Ϙπτʺ ρᵤχ

30̋ӟ Ϭὲ σ Ὁρΰ

ο῟ᴮ τ ΰϢΞρβϥ

Ͻк˔Ниσ

2022 COP15π⅜ χθϛχ

30by30ϯжϱϯрІ

V τΣΪϥ χθϛʺ ◗τϢϤ ˢⱧ ộʿḕẽ ˣ

V ӽʾḼỘʾ τϢμο χ Υ ϣϦοΜϥ Ϭ
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還元量の算定式 －保護施策の「あり」「なし」による直接流出量の変化－

VWB = Q “With-project” – Q “Baseline”
水の還元量 保護施策「あり」の 保護施策「なし」の

林地（保護施策あり） 裸地（保護施策なし）
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保護施策あり 保護施策なし

保護による直接流出の削減量の計算 －入力項目－

年降水量
15６４.５mm/年

２２６５.６mm/年

地質区分

観測標高：6.5m

標高補正後：960m

第四紀

同左

同左

入力項目※

※青字が入力項目

比較

林地 裸地
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開発行為からの保護による効果 －林地と裸地の直接流出量の比較－

※2012年の年降水量で計算

水の還元量 保護施策「あり」の 保護施策「なし」の

19,018m3/年 ２５,０９７m３/年６,０７９m3/年

VWB = Q “With-project” – Q “Baseline”
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まとめ

¸ 水リスクの高まりを背景に、ウォーター・スチュワードシップの取り組みが国内外で拡大し、
業界を超えて、企業が「流域への水の還元量目標」を相次いで発表

¸ 還元量の算定は国際的にデファクト化された方法があり、「林地における水資源涵養量
（貯留機能）の簡易評価手法」はその方法を参照して開発された

¸ 林地の整備や保護による水資源涵養量、直接流出量に対する効果を定量的に算定可能

¸ 必要な情報は、林地の林分情報と近隣のアメダスデータのみ。エクセル入力で自動算定可能

¸ 当社は、用途に応じて分布型モデル（Ｇｅｔｆｌｏｗｓ）との併用の検討を進める
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